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令和７年度 第２回 鹿児島市子ども・子育て会議教育・保育部会 

 

【開催日時】 

令和８年１月２９日 １４：００ ～ １４：４５ 

 

【開催場所】 

鹿児島市役所西別館１階講堂（東部保健センター内） 

 

【出席者】 

○部員 ６名 

前原部会長、松元部員、青木部員、橋口部員、 

池田部員、牟田部員 

 

○鹿児島市 

山之内保育幼稚園課長 ほか事務局職員 

 

【会次第】 

１．開  会 

２．議  事 

(1) 特定教育・保育施設、地域型保育事業の確認（利用定員）について 

(2) 特定乳児等通園支援事業の確認（利用定員）について 

３．その他 

４．閉  会  
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【審議の概要】 

（１） 特定教育・保育施設の確認（利用定員）について 

（事務局）  [資料説明] 資料１ 

 

（部 員） 今回、保育所型認定こども園の確認（利用定員）とのことで、幼保連携型認定こど

も園の場合と比べて資料の違いは。 

（事務局） 幼保連携型認定こども園の場合は既存施設の認可を廃止して、改めて、幼保連携型

認定こども園として認可を行う。その認可にあたり、本部会の意見聴取が必要となる

ため、各基準等に合致しているかの資料を付けている。一方、今回の保育所型認定こ

ども園は、保育所の認可そのものは継続し、幼稚園機能を追加して移行するので、そ

の利用定員の設定について意見聴取するための資料となっている。 

 

（部 員） 今後も保育所方認定こども園の移行が進んでいくと思うが、保育士・保育教諭の確

保状況については確認しているのか。 

（事務局） 保育所から認定こども園になることで、より多くの保育教諭を配置する必要があり、

スムーズに運営が開始できるような体制ができているかの確認を随時行っている。 

一部の保育所からは保育教諭の確保が難しいというお言葉もいただいている。 

 

（２） 利用定員の設定について 

（事務局）  [資料説明] 資料２ 

 

（部 員） 1時間当たりの利用定員と 1月当たりの利用定員について教えてください。 

（事務局） 1時間当たりの利用定員は同時に受け入れできる最大人数で、1月当たりの利用定員

は 1月に受け入れ可能な人数。 

 

（部 員） 昨年 10月から先行実施しているが、これまでの状況は。 

（事務局） 利用登録者が 190人程度、実際の利用実人数が 40～50人、利用時間数 200時間を超

える状況となっており、また、利用者からは保育士と気軽に質問や相談ができるので

ありがだいというお声をいただいており、概ね順調であると考えている。 

 

 


